
























































































































































































































































































































































































































































































































Relativesounds 、ｐａ 、ごｅ ０ ｕ
Vbwelpairs ０００１ Ｏｕ
-４２－
英語の全音素一覧表の提案（野北明嗣）
【表5】一般米語の２４子音の一覧表
：」 ｚｙｚｈ【ん、ｇ
■回■■困砠 団、
宰臼幸臼
一癖一房
有
無
母音のalphabet-relativesoundsの分け方は、日本語の漢字に訓読みと音読みがあることに
例えることができる。子音の有声音、無声音の分け方も、日本語の清音、濁音の区別にほ
ぼ相当する。他の言語の教科書と同じように、英語でもこのようにシンプルに整頓された
音素の一覧表を、教科書の一番最初に載せるべきではないだろうか。
5.授業への応用
授業への応用、特に小学校で英語が正式教科になる時に、これら子音母音一覧表がどれ
ほどの効果があるかという科学的な検証は、今後の課題である。現時点では、ほぼ筆者が
大学生以上を対象に授業に取り入れた経験論にすぎない。又、筆者は大学生以上の数名を
対象にパイロットスタデイーを行い、レッスン前のいわゆるカタカナ発音（例えば、日本
語の「エアーコンデイショナー」等の借用語ほぼそのままの発音）が、５回から８回のレッ
スンで劇的に改善したことをNogita(2016b)で発表してはいるが、今後はより多くの人数
で、中学生や小学生も対象にしたリサーチを行う必要がある。
6.結論
本稿では、英語の全ての音素の見易い一覧表を提案し、特に母音音素一覧の改良に焦点
を当てた。日本の英語教育では、日本語や中国語教育等と違って、音韻体系の全体像を見
せる指導が定着していない。しかし、英語だけを例外扱いする言語学的理由は見えない。
英語も他言語と同様に、学習者に音素一覧表を把握させるべきである。力､といって、英和
辞典や発音教材に使われている発音記号の一覧表は、母音だけでも２０個から３０個以上が
並べてあり、音素目録の全体像を極めて掴みにくい。そこで、本稿では余剰なものや、方
言差を排除し、母音は１３個、子音は２４個に絞った。ただし母音の１３個というのは、日
本語のア、イ、ウ、エ、オや中国語のａ,ｏ,ｅ,i,ｕ,Ｕのような構成要素が１３個有るわけでは
決してなく、構成要素に分解すれば、英語の母音も７個から５個になることは留意する必
要がある。しかし構成要素だけを教えると、Nogita(2016a)が示したように学習者は英語に
存在しない二重母音を発音してしまう可能性があるので、本稿では１３母音体系を薦める。
子音も方言差や二重子音を排除し、２４子音にまとめた。一覧表では、音声学を知らない学
習者にも解り易いように、音声学的な分け方ではなく、つづり字をベースにしたphonetic
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spellingを採用し、母音はalphabetsoundsを５個、relativesoundsを５個、vowelpairsを５個
にまとめ、子音は有声音１５個と無声音９個に分けて表示した。以上を踏まえた上で、【表
4】と【表5】のようなシンプルにまとめられた音素の一覧表を提示した。このような表を
教科書の一番最初に提示すべきであろう。
注
*外国語外国文化研究ご担当の先生方、査読者の先生方に、感謝を１１'し上げる。
｜北米の１３母音体系を採)Hするなら、Wells（1982)に従い、（１）の/､:'./や(2)の/０３/は、／Cu/＋/r/と解釈
する。
２筆者が中学英語教科書を集めたのは２０１４年。
３２０１７年１０月ＩＨの11本音声学会全１K|大会で、［9]は１１本人の耳にはア、エ、オに聞こえることもある
ので、［Ａ]とに]を音韻的に分けた方がいいのではないかとのコメントをいただいたが、筆者は、日本
人の耳にアに聞こえるものは音韻的には/Ｍエに聞こえるものは基本的には/'／と扱うことを提案して
いる。又、日本人の耳にオに聞こえる例として、０６｡〕のｏを挙げていただいたが、これは音韻的には／
ｏＵ/と解釈する。日本語ではオウとオが音韻的に対立しているため、強勢の無い/oU/が強勢のある/oU／
と違って聞こえてしまうが、吾韻的には同じことを指導するのが大事ではないかと考える。
４Boberg(2009:355)によると、若い世代のカナダ英語や一部のアメリカ英語に、“Ibreign(a)"([a:]）という
音声的には[露:］と[u:]の中間に位置する音が、ｐ/ＬＩＺα､〃Ｆｇｄｂ、／且､,α、msgg"α、／且ＣＯ等の外来語に現れる。
筆者の印象でも、この音を発汗する英語母語話者は少なからずいる。しかしBobergはこれを正規音素
とは認めず、extraphonemeとする。本稿でもこの音は音素【|録に加えない。
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